




















国語で ｢主語｣ ｢述語｣ ｢修飾語｣ 程度の文法事項は





昨年度 (2006年度) ・今年度 (2007年度) の前期
の授業は､ 少人数の演習形式であったため､ 学生た
ちの理解を確認しながら､ 復習を行いつつ進めるこ
とが可能であったが､ 本年度の ｢日本語の構造｣ の
受講登録者人数は74名 (実際の出席者は67名) で講









もある｡ そこで､ ｢日本語の構造｣ において､ 本稿
で報告するネットを利用した支援を行うことにした｡











































た｡ Perlを利用した理由は､ Perlとは ｢Practical















































































① 授業で ｢助詞の機能｣ を導入｡ 授業内では時間
制約からその一部のみを提示｡ (火曜)
② 詳しい内容が書いてあるプリントを配布｡
③ 【 ｢を｣ の機能】・【 ｢と｣ の機能】・【 ｢で｣
の機能】・【 ｢に｣ の機能】についての設問を
出す｡ (木曜)
高橋 純：インターネットを利用した予習・復習の支援 － 17 －











た｡ そのことによって､ 授業の補完も行える (①②











によって､ 前期の授業も参照する｡ この意味で､ デ
ジタル化した教材は非常に便利である｡
ここにおいては､ 動詞の形態と格助詞とは関係が
深いことを説明しておき､ 設問の【 ｢に｣ の機能】
として取り上げた使役形のニ格から､ ｢態 (Voice)｣





























か｣ という設問に対して､ 学内全体で ｢ほとんどし
ない｣ が65.5％で､ ｢１時間未満｣ が18.3％である｡
この数値を考えると､ とにかくどんな方法でも最低
限､ 予習・復習をさせる方策をとらなければならな



























































































































指し､ 商用､ オープンソース多種存在する｡ 現
在､ 多くの大学が採用している｡ ( 『平成19年
度 情報教育研究集会 講演論文集』 参照)
(平成19年11月30日受理)
島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第46号(2008年)－ 20 －
